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1． 目的
　子どもた ちが戸外で喜々 と して あそんで い る姿を見 るの は楽しい もの で ある。何 か相談 して
い るか と思えば、急に喧嘩の ような状況 にな っ た り本当に生 き生 き と して い る 。 こ の 戸外で あ
そぶ こ とが発育 ・発達に欠 くこ とがで きない こ とは周知の 事実で ある 。 そこ で 、戸外で あそぶ
効用は と い うと、大きな集団で あそ べ るこ と、活発な あそびが展開で き る等が あげられ るで あ
ろ う 。 そ こ は 、 必ずあそび仲間が存在し 、 社会的ル ール を知 らず知 らずに 学ぶ こ とが で き る場
となっ て い る。また、活発に動 くこ と に よ っ て 身体の 順調 な発達 も促 される 。 あそびが成長期
に果た す役割 は数限 りな くある が、本研究で は、こ の 戸外 あそび につ い て 調査 を実施 した 。そ
の 内容 は戸外 あそび に直接関連 が あると思われる環境くあそび場所、あそび仲 間、あそび時間
等〉、と間接的に関連が あ ると思 われ る環境くテ レ ビ視聴、習い ごと、身体の 問題、家族構成、
起床 ・就寝時間等〉、で ある。これ らを 「性」「年齢」 「地域」「活動的な あそびの 好 き嫌い の
度合い 」と の 有機的な関係を分析する こ とに よ っ て 、 環境 とあそびの 関わ りを明らか に し た い 。
調査期 日
調査対象
調査方法
調査地域
調査内容
2． 調査方法
1996年 7 月中旬
3歳 〜 6歳の 幼稚 園児　1053名　 （男 一518名、女 一535名）
質問紙法 ：幼稚園を経由 し て 、園児の 保護者 に回答 を依頼 （回収率82％）
A ．都市中心部地域 一商業、住宅混在地域　　　407名 （男一187名、女 一220名）
B ．住宅地域 一大都市の 通勤圏 に ある
　　　　　　　　　 中小都市の住宅地域　　　325名 （男一170名 、 女一155名）
C ，中小都市周辺部地域 一田畑が残 っ て い る地域321名 （男 一161名、女 一160名）
以 下 A 地域．B 地域．　 C 地域．と記述する
表 一 11 ）
一 127一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
表一1　 調査内容
質 問項 目 選　 　択 　 　肢 質問項 目 選　　択　　肢
  生 年 月 日
  性　 　 別  
戸外あそびの
仲間の数
1．1人であそぶこ とが多い
2，2〜3人であそぷこ とが多い
3，4− 5人であそぶこ とが多い
4，6人以上であそぶこ とが多い
5．その他（　　　　 1  家族 構 成 自由記述
  起床時 間
 
戸外でのあそび
仲間の性別
1．同性とあそぶことが多い
2．異性とあそぶことが多い
3．同性・異性混合で あそぶことが多い  就寝 時 間
 
戸外あそびの
伸間の 状況
1，い つ もあそぶ仲間がだいたい決まっ ている
2，いつ もあそぶ仲間はあまり決まっ てい ない
 
活動的なあそびに
つ いて
1，活動的なあそびを好む
2，活動的なあそびをまあまあ好む
3，活動的な
．
あそびの好みは普通
4，活動的なあそびはあまり好まない
5，活動的なあそびは嫌い  
戸外あそびか らの
帰宅時間
1，4時3D分頃　　　2．5時頃
3，5時30分頃　　　4．6時頃
5．6時30分頃　　　6．その他（　　　 ）
 
テ レビ視聴制隈の
有無
1．制限してい る
2．制限していない
 
地域の あそび環境
　 （複数回劉
1，近所に公圜など広い あそび場所がある
2，近所に公園など広い あそび場所がない
3，近所に公園など広い あそび場所はあるが
　　年上の子どもや大人に占領されてあそべ
　　ない
4，近所に池や川・材木置場など危険と思われ
　　る所がある
5，近所は交通量が多い
6，近所は交通量が少ない
7，近所にあそび仲間がい る
9，近所にあそび仲間があまりい ない
9．習い事であそぶ時間がない
10．その他
 
テ レビ視聴時間
（1日平均1
1，30分以内　　　　　2，1時間以内
3，1時間30分以内　　4．2時間以内
5，2時間30分以内　　6，3時間以内
7．3時間30分以内　　8，4時聞珱内
9．その他（　　 ）
 
テ レビ視聴時間帯
（複数回答）
1，起床から登園するまで　2．園から帰って夕食まで
3，食事中　　　　　　4．室内であそびながら
5，午後3時一4時　　6．午後4時〜5時
7，午後5時一6時　　8．午後6時一7時
9，午後7時〜8時　　10．午後8時〜9時
11，午後9時一10時　　12，その他（　　 ）
  習い事の有無 1，習っ て い る　　　　　2．習っ て いない
  よくあそぶ場所
1．公園　　　　　　2．空き地
3．道路　　　　　　4，駐車場
5．寺や神社　　　　6．野原
7，池や川　　　　　8．自宅の 庭
9，家の中　　　　 10，友達の家
ll．学校や幼稚園の運動場
12．その他（　 ）
  習い事の種類
1，運動系の習い事
2，非運動系の 習い 事
3，両方とも習っ てい る
  よくあそぶ相手
1，父・母　　　　　2，祖父母
3．兄または姉　　　4．弟または妹
5，ひとり　　　　 6，同じクラスの友達
7．同年齢の他の ク ラスの友達
8．習い事の友達　　9，年上の 友達
星0，年下の友達　　　11，その他
 
習い事の動機
および目的
1．健康の ため　　　 2，体力づくり
3，学校に役立つ 　　　4，集中力をつ ける
5，技術を身につ ける　6，しつ け
7．集団生活になれさせ る 8，忍耐力をつ ける
9．礼儀を身につ ける　10，その 他
 
戸外・室内あそび
の 多少
1，戸外あそびが多い
2．戸外あそびがやや多い
3，戸外・室内が半分つつ ぐらい
4，室内あそびがやや多い
5，室内あそびが多い  
子どもの体の調査
・異常の 有無
・異常の 内容
ア，異鴬を実感する　イ．異常を実感しない
1，アレルギー
2．すぐ腋 れた1とい う
3．皮膚がカサカサ
4．背中ぐにゃ
5，ぜんそく
6，つ まつい てよく転ぶ
7．朝からあくび
8．すぐ疲れて歩けない
9，転んでも手が出ない
夏O．腹・頭痛を訴える
  戸外あそびの時間
1，30分以内　　　　　2，1時間以内
3，1時間30分以内　　4，2時間以内
5，
．
2時間30分以内　　6．3時間以内
7，3時間以上　　　　8．その他（　　 ）
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3． 結果および考察
〔1．〕戸外あそびに つ い て
　戸外で よ くあそん で い る者は 、どの ような場所で あそんで い るの だろ うか 。 戸外あそび と室
内あ そび とで は あそび仲間に差異が ある と思 われ るが、ど の ような状況 に差異が あ るの だ ろ う
か
。 また 、 習い 事が忙し くて あそぶ時間が圧迫 されて い るの で は な い だ ろうか 。 等々 に つ い て 、
こ こ で は戸外 あそびの 多少を中心に考察 して い く。
　（戸外あそび一一as内あそびの 比率は図 一12を参照）
図一1　地域 の あ そ び環境　「戸外 あそび の 多少」 複数回答 （％ ）
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　図 一1 より、地域の あそび環境の 中で 注 目すべ き点 は あそび場所の有無とあそび仲間の 有無
お よび交通量の 多少で あろ う。戸外あそ びが 多い と回答 し た者に 、近所に 公 園等の 広 い あそび
場所が あ り、 近所に あそび仲 間が お り、近所は交通量 が少な い とい う結果 で、室内で あそぶ に
したが っ て こ の 逆に な っ て い る 。
　図
一2 より、戸外あそびが 多い と回答 した者の 35％ が道路 ・駐車場、自宅の 庭と身近な所を
あそび場所 と し て い る。道路や駐車場をあそび場所 と し て利 用 し た り、自宅の庭に あ そぶ ス ペ
ース が あ る とい うの は 、都市の 中心部で はほ とんどない 。この こ とか ら戸外あそび は居住地域
と密接 に 関わ っ て くる と考え られる 。
　図 一3 ・4 ・5 より、あそび仲間 につ い て は 、 戸外で よくあそぶ に したが っ て友達 とよくあ
そび、家族 （父母 ・祖父母 、兄弟 ・姉妹）とあそぶ割合が低 くなる 、 また 、あそび仲間の 数は
平均す る と70％が 2 − 3人で あそんで い る と回答 し て い る が 、戸外で よ くあそぶ に した が っ て
こ の人数も増え る傾向に ある。また、戸外で よくあそぶ ほ どあそび仲間が だ い た い 決 まっ て い
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　　　　　　　　　図一2　よくあそぶ 場所 （全体）〈戸外あそび 〉 （％）
図一3　よくあそぶ相手 （全体）〈戸外 あ そび 〉
P＜0．Ol
　（％）
図一4　仲間の 数 （全 体）〈戸外あ そび〉
P〈0．el
　（％）
　　 　 　 戸外遊 びが多い
　　 戸外遊びが や や 多い
戸外・室内半分つつ ぐらい
　　 室内遊 びがやや多い
　　 　 　 室 内遊 びが多い
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ual 人で遊ぶ 事が多い　　　 □ 2〜3人で遊ぶ事が多い
pm 　6人 以 上で遊ぶ事が多い　 圍 その他
mSSI　4〜5人で遊ぶ事が多い
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図一5　仲間の 状況 （全体）〈戸外あ そ び〉 （％）
図一6　 子どもの 体の 異常の 有無 （全体）〈戸外あそび〉
P〈G．05
　 （％）
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る ようで ある 。 伸間の性別に つ い て は戸外あそびの 多少 と関連がみ られ なか っ た。
　図一6 ・7 は 、＜子 どもの 体の 調査 「最近ふ え て い る」 とい う実感頻度の ワ ース ト10＞で あ
る 。 これ は 、 1995年発行の 「子 ども白書」に
“
子ど もの 体の 調査
’95”と して 掲載 された 。 その
内容 は、1978年 か ら 5年 ご と に 日本体育大学の 体育研究所や学校体育研究室 が 、
“
子 どもの か
らだのおか し さ
”
と して保育や教育の 現場で 実感されて い る事象を定時観測的に継続 し て 調査
し て きた もの で 、その 中の 幼稚園の 部の ワ ース ト （異常）10を引用 した もの で あ る 。
　異常を実感 （一つ 以上 選択 して い る場合）して い る者 は室内あそびが多 くな るほ ど増加 して
い く。 そ し て 、 こ の 内容に一つ の傾向が み られる 。
‘
す ぐ 「疲れ た」 と い う ・つ まずい て よく
転ぶ ・す ぐ疲れて歩けない ・転んで も手 が出ない
’
など身体活動 と関連がある項目に対し、室
内あそびが 多くなるに つ れて その割合が増加 して い る 。
＊ 戸外あそ びの 多少 と テ レ ビ視聴、習い 事な どと は 関連 が み られな か っ た 。
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図一7　子どもの 体 の 調査〈ワ スー ト10＞ 「戸外あそびの 多少」 〈複数回答〉 （％）
〔ll〕各々の 項目につ い て
（a ）質問項 目ごと に次の 項目と ク ロ ス集計をして 、それを帯グ ラ フ で 表し、カ イ 自乗検定で
関連の ある項 目に つ い て考察をお こ な っ た。ク ロ ス の 項目は、「全体 （平均）」、「性」、「年齢」、
「地域」、「活動的な あそびの 好嫌度」で ある。
（h ）複数回答 の 項目に つ い て は棒グ ラ フ で表 し 、 （a ）の ク ロ ス 項 目の 中で傾向が 見られ る
もの をとりあげて考察 をお こ な っ た。
（c ＞◎印は直接関連環境、○印は間接関連環境
◎活動的なあ そびの 好嫌度 （図一8）
　性で は、やは り男子の 方 に好む傾向が あるが 、 年齢 、 地域で は関連がみ られな か っ た 。 全体
で は
‘
好む
’
（50％ ）
‘
まあまあ好 む
’
（25％） とで 75％が 回答 し て お り、こ の こ とか ら活動的
なあそび を好 む者が多い 。 活動的なあそびを好 むと回答 して い る者 は 当然戸外で よ くあそん で
い る と思 わ れ るが、必 ずしもそ うで は な い 。 図一12の 活動 的な あそびの 項よ り、半数は室内あ
そびを好 んで い るがこ れ を戸外 あそびの 項 目とク ロ ス す ると、活動 的なあそびを好ん で よく戸
外 で あそん で い る の が 33％で ある 。 前述した よ うに 50％が活動的な あそびを好んで い る こ とを
考 えあわせ る と、活動的なあそびは好 きなの だが戸外で あそべ ない とい う現状があるの で はな
か ろうか 。 こ の よ うに、質問項 目と質問項 目とをク ロ ス して分析する こ とに よ っ て 、好ん で い
るけれ ど戸外で 『あ そばな い ・あそ べ な い 』の は あそび環境が どの ように関わ っ て い るの か を
以下の 項 目より考察 して い きた い 。
◎地域の あそ び環境 （図一9 ）複数回答
　
‘…広 い あそび場所
’
に つ い て、 A ・B 地域 は70％がある と回答 し て い るが C 地域 は あるが
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図一8　活 動的 な あ そび の 好き嫌 い
三 笠 ・金築 ・久本 子 ど もの あ そび 環境 （2）
　　　　　　　　　 （％ ）
図一9　地域の あ そび環 境 （全 体 お よび 居住 地域） 〈複数 回 答〉
60％、な い が34％ と回答率が低い 。
　
‘…危険 な所がある
’
に つ い て 、 C 地 域が 50％で 他 の 地域 に比べ て非常に 多い 。
（％ ）
こ の ように
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危険な場所が多い の で は戸外で あそべ ない の で は と思れるが 、後で 述べ る ように、こ の C 地域
は最も戸外で よくあそん で い る地域で ある 。 大人が危険と思 っ て い る場所は子 ど もに どっ て は
格好の あそび場 なの か もしれな い 。
　
‘…交通量 に つ い て 、地域間で 最 も差 の ある項 目で あ る 。 交通量の 多い と回答 し て い る順
は A 地域 （79％ ）→ B 地域 （59％） → C 地域 （29％）とな る 。 これ は 図一1 で も述べ た ように
戸外あそびの 環境 に影響 をお よぼす要因の
一つ と考 えられ る 。
　
‘…あそび仲間
’
に つ い て 、 こ れ も地域間で 差の ある項目で あ る 。 あそび仲間 がい ると回答
して い る順は C 地域 （77％ ）→ B 地域 （61％）→ A 地 域 （51％）で C 地域 に最 もあそび仲間が
い る。あそび仲間が い な い に つ い て は A 地域の 42％ がい ない と回答 して い る。あ そび仲間に つ
い て は子 ども自身に友達がで きに くい 要素が ある場合もあろ うが 、この 42％とい う数字 はそれ
だけで は ない と思われ る。
◎よくあそぶ場所 （図一10）
図一10　よ くあ そぶ場所 （％）
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　〈地域 ・活動的なあそびの 好嫌度、各々 に関連がみ られ た＞
　C 地域は特 に戸外をあそび場所に し て い る割合が高い 。 公園 ・空 き地 に つ い て は 、 グ ラ フ 9
よ り　近 所に公園等の 広 い場所が あ るか どうか
’
の項目で三地域の なか で は最 もない と い う回
答で あっ た が、よくあそぶ場所の 質問項 目の
‘
公園 ・空 き地
’
は多い と回答 して い る。こ れは
公 園の よ うに整備 された場所で はな い が 、 子 どもた ちが 自由に あそ べ る空間がまだまだ残 っ て
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い るとい うこ とで あろう。 そ して道路 ・駐 車場 をあそび場所 に して い る割合も高い 。 しか し 、
学校や幼稚園の 運動場は こ の 逆で、 A 、　 B 地域の ほ うが あそび場所と して利用 して い る。これ
は 、 交通量等とも関係が あるの で はな い だろ うか 。 活動的なあそびの 好嫌度につ い て は好むに
し たが っ て 戸外で よくあそん で お り、好 まない ほ ど家の 中で あそんで い る 。 こ れは当然の 結果
で あろ う。
◎ よくあそぶ相手 （図 一11）
図一11　よ くあ そぶ 相手　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％ ）
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P〈0．Ol
　 〈年齢 ・地域 ・活動的なあそびの 好嫌度、各 々 に 関連がみ られた 〉
　性で は男女ほぼ同様 の 傾向 を示 し て い る。 年齢で は年中 ・年長が ほぼ 同様の 傾向で 年少に家
族 （父母 ・祖父母）と あそぶ が 24％ 、友達 （同年齢 ・異年齢）とあそぶ が28％ と他の 年齢とは
異 な り大人 とあそぶ傾 向が ある。これは 、年齢 の 上昇 とと もに社会的な面 が成長 して い くこ と
の表れで あ ろ う 。 地域にお い て は A 地域 → B 地域→ C 地域の 順に家族よ り友達とあそ ぶ傾向に
ある。 特 に C 地域に おい て その 傾向が顕著で ある。 また、活動的なあそびの 好嫌度に つ い て も
好む に したが っ て友達とあ そんで い る割合が高い 。そ して 、好まな い と回答 した者は家族 とあ
そ ぶ傾向が顕著で ある。
◎ あそびの 内容 「戸外あそび一室内あ そびの 傾 向」（図一12）
　〈性 ・年齢 ・地域 ・活動的 なあそびの 好嫌度、各々 に 関連 がみ られた〉
　性 で は女子 より男子の 方 が戸外で よ くあそん で い る 。 年齢で は年齢の 上昇 に したが っ て 戸外
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図一12　あそび 内容〈戸外あそび ・室内あそびの 傾向〉 （％）
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図一13　戸 外 あ そび の時間 （％）
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で よ くあそ んで い る。地域で は C 地域 → B 地域 → A 地域の 順 に戸外で よ くあそんで い る。活動
的なあそびの 好嫌度で は当然好む方が戸外で よくあそん で い る。
◎戸外あそびの 時間 （図一13）
　〈年齢 ・地域 ・活動的なあそびの 好嫌度 、各々 に関連がみ られ た〉
　男子の 方 が女子 より長 時間 あそんで い る 。 年少は年長 ・年中と比較 して 戸外あそびの 時間が
短 い 。 地域で は C 地域が 3時間以内 ・以上を合わせ て 44％ と、最 も長時間戸外で あそんで い る。
あそびの 好嫌度 で は 当然 の こ となが ら好む に したが っ て 戸外で の あそび 時間が長 い 。
◎戸外あ そびか らの 帰宅時間 （図 一14）
図一14　戸外あそび か らの 帰宅時間 （％ ）
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　〈性 ・年齢 ・地域、各 々 に 関連がみ られ た〉
　性と年齢お よび地域は前述の 戸外あそび の 時間 と 同様の 傾向を示 して お り、 遊び の 時間が長
い 者ほ ど帰宅時間も遅い 。 特に C 地域は 、こ の 傾向が大 きい 。
◎戸外あそび の 仲 間の 数 （図 一15）
　特に各々 の 項 目には関連は な く70％前後 が 2〜 3人で あそぶ こ とが多い と回答 して い る 。
◎戸外あそびの 仲 間の性別 （図 一16）
　〈年齢に 関連が み られた 〉
　年齢の 上昇に つ れて 同性とあ そ ぶ傾 向が あ る 。
◎戸外あそびの 仲間の 状況 「仲間が決 まっ て い る ・い な い 」（図一17）
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図一15 戸外あそ びの 仲間の 数 （％）
図一16 戸 外 あ そび の 仲 閲 の 性 別 （％ ）
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三 笠 ・金築 ・久本 ：子 ど もの あそ び 環境 （2＞
図一17 戸外あそ び の 仲間の 状況 （％）
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　＜地域 に 関連が み られた＞
　 C 地域は A ・B 地域に比べ る と、い つ もあそぶ仲 間がだい た い 決 まっ て い る割合が高い よ う
で ある。
○兄弟 ・姉妹の 数 （図 一18）
　 〈地域 に関連 がみ られた＞
　 C 地域は33％ が兄弟 ・姉妹 3 人以上 との回答で あ っ た。
○祖父母 と同居の 有無 （図 一19）
　〈地域に関連がみ られた 〉
　同居 は B 地域 に 少な く12％で あ っ た 。
○起床時間 （図 一20）
　〈年齢 ・地域、各々 に関連が み られた〉
　年 中 （4歳児）が早起 きで 90％が 8時迄 に起床して い る 。 A 地域が一番朝寝坊で 32％ が 8 時
以降 に起床 して い る 。
○就寝時間 （図 一21）
　 〈年齢 ・地域、各々に 関連がみ られた 〉
　年少 （3歳児）に 10時以降に寝る とい うの が26％ もある。 A 地域で は 32％が 10時以降に寝て
い る。
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図一18 兄弟 ・姉妹の 数 （％ ）
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図一19　祖父母 と 同 居 の 有 無 （％ ）
全
男
女（
体 一 一 ］
子 一
子 一 一 コ
年少 （3歳児〉
（年中 （4 歳児 ）
年長 （5 歳児）
（
（活動 的な あ そ びを）
（1
　　 好 ま　 な
857980
788876P
くO．Ol79837997
亜
一 140一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
三 笠 ・金築 ・久本　子どもの あそび 環境 （2）
図一20　起床時間 （％）
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図一21 就寝時間 （％）
全　 　 　 　 体 蕁…
． 58
男　 　　 　 子 ． 58
（女 　　 　 　 子 き 59
年少 （3歳児） i5．1． 48
年中 （4歳 児） 3． 58
年 長 （5歳 児） 63
P〈O．OI
都市中心 部地 域 ．3…． 54
住　宅　地　域 4’． 55
都市周辺 部地 域
．
67
（活動 的 なあそび を） Pく0．Ol
好　 　 　　 む ． 58
まあまあ　好む ．鬘・． 59
普　　　　 通
：3二こ 60
好 ま　 な 　い 55
ロ 19：59分 以前 圀 20：00〜20：59分 ロ 21：00〜21：59分 園 22：00時以 降
一 141 一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuln 　 ollege
○テ レ ビ視聴時間制限の 有無 （図 一22）
図一22　テ レ ビ 視聴時間制限の 有無 （％）
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　〈地域に関連がみ られた 〉
　制限して い るの は、割合の高い 順か ら B 地域 → A 地域 → C 地域 とな っ て い る 。
○ テ レ ビ視聴時間〈 1 日平均〉 （図 一23＞
　〈地域に関連 がみ られた 〉
　三地域 の 中で は B 地域がテ レ ビを見 る時間が少ない 。
○習 い 事の 有無 （図 一24）
　〈年齢 ・地域、各々 に関連 がみ られた〉
　年齢の 上昇 につ れて習い 事 が増加 し、年長で は 70％が何 らか の 習い 事 をして い る。また、地
域で は B 地域にお い て 75％ が習い 事をして い る 。 グ ラ フ を掲載 して い な い が兄弟の 数が少な く
なるに つ れて 習い 事 をして い る者の 割合 が A 地域 ・C 地域で は増加 し て い る。
○習い 事の 数 （図・一　25）
　〈年齢 ・地域 、各々 に関連 がみ られた〉
　年齢の上 昇と ともに習い 事の数 が増加 し、年長で は 21％ が 3種類以上 習い 事 をして い る。ま
た、習い 事が多い B 地域で は25％が 3種類以上習い 事 をし て い る。
○習い 事の 回数 〈 1週間平均〉 （図 一26）
　〈年齢 ・地域、各々 に関連が み られ た〉
一 142一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
図一23　テ レ ビ視聴時間 （1 日平均）
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図一24 習い 事の 有無 （％〉
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図一25 習い 事の 数 （％）
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図一26 習 い 事の 回数／週 （％）
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　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 三 笠 ・金築 ・久本 ：子どもの あそ び環境 （2）
　習い 事の数 に比例 して、年齢の 上昇とともに習い 事に通 う回数も増加する。そ の 中で も年長
の 34％が 1週間に 3 回以上習 い 事 をして い る。グラ フ は未掲載だが B 地域にお い て も3 回以上
習い 事 を し て い る者が37％ に ものぼ る 。 しか し、戸外あそびの 多少 とは 関連はみ られない 。
○習い 事の 内容く運動系の み、非運動系の み 、両方 とも〉 （図 一27）
図一27 習 い 事〈運動系の み 、非 運 動 系の み 、 両方 と も〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （％ ）
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　〈年齢 ・性別 ・地域、各々 に関連 がみ られた〉
　運動系の み は男子が49％で 、女子 は 20％で ある 。 運動系 、非運動系両方 とも習 っ て い る の は
男子は 29％ 、女子 36％で ある 。 こ の こ と か ら運動系の 習 い 事は男子で は78％、女子で は56％と
とな り、圧倒的に男子に 多い 。 また 、 年齢で は その 上昇 とともに 両方習 っ て い る者が増加 して
い る 。 地域で は B 地域 に両方習 っ て い る割合 が高 い 。
○運動系の 習 い 事の 動機 ・目的 「活動的な あそびの 好嫌度」（図一28）　複数回答
　男子 と女子で は養育者 （保護者）の 期待の 違い が感 じられたの で男女別 に考察 した 。 運動系
とい うこ とで男女 とも目的は、
‘
体力作り
’ ‘
健康の ため
’
が圧倒 的に 多数で ある。しか し、好
まな い と回答 し た男子の 目的の 1位は 集 団生活に なれ させ る
’
で 友達 との 関わ りに 期待 して
い る ことが うか が え る e
O 子 どもの 体の 調査 に つ い てく異常の有無〉 （図一29）
　〈活動的な あそびの 好嫌度に 関連が み られ た 〉
　好 まない に したが っ て 異常有りが増加 し、好 まない で は93％が異常 を実感 して い る 。 この選
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図一28　「運動系」の 習い 事 の 動機 ・目的　　 〈活動的なあそび の 好嫌度 を中心 と した男女の 比較〉　　　（％）
　　　　　　　　　　 男　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　 女
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（1）健康 の ため
  体力作 り
（3）学校に役立 つ
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）
〈8）
（9 ）
（10 ）
（11 ）
（12 ）
．　
し
　ー」
　ーr
ー
li
　 　 「
i
｝
iI
ll
｝
1
ト
一
一
　　1
li1
｛
↑
臨好　　　 む o普　　　 通
目まあまあ好む 日好 ま な い
（4）しつ け　　　　 （T）礼儀 をつ ける
（5）集中力をっ ける （8）集 団生活になれさせ る
（6）忍耐 力をつ ける （9）技術 を身 につ ける
（10）友達が行 っ て い るか ら
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三笠 ・金 築 ・久本　子 ど もの あそ び 環境 （2）
図一29 子 ど もの 体の 調査 （異常の 有無〉 （％）
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択肢の 内容に つ い て は図 一30を参照。
○子 どもの 体の 調査くワ ース ト10＞ 「活動 的なあそびの 好嫌度」（図 一30）複数回答
図一30 子 ど もの 体の 調 査〈ワ 一ース ト10＞ 「活 動 的 な あ そ びの 好嫌度 」 （％ ）
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　好まな い 者に1 すぐ疲れた とい う ・つ まずい て よく転ぶ ・すぐ疲れて歩けな い な どの 回答が
多 く日常生活の 中で の 運動不足が感 じられ る。
〔皿〕まとめ
・直接環境に つ い て
　性別で は女子に比 べ て男子の 方が活動的 なあそび を好み、長時間戸外で よくあそん で い るの
で帰宅時間 も当然遅い 。年齢で は成長 とともに戸外 あそびが多くな り、あそび相手 も友達が増
加 し、同性 とあそぶ割合が高 くなる。そ し て 、戸外で あそんで い る時間 も長 くこ れに ともなっ
て帰宅時間 も遅い 。地域で は、三地域の 中で C 地域にあそび環境 と して の よい 条件が多い と考
えられ る 。 C地域は長時間戸外で よくあそんで お り、道路 ・駐車場をあそび場所として利用で
きるこ とか らみ て もあそび場所が多く、よく戸外で あそんで い るので帰宅時間も遅 い 。また、
あそび相手 も友達が多く、あそび仲間に つ い て は い つ もだ い た い 決 ま っ て い るようで ある。
・間接環境につ い て　（表 一2）
表一2　 間接環境 （居住地 域別の 比較）　　 （％）
　 　 　 　 　 　 　 　居住 地域
項 　 目
ABC
祖父母 と同居 して い る 221224
1 人 171611
兄弟 ・姉妹 の 数 2 人 586456
3 人 以 上 251933
7 時 以 前 678194
起床 時間
8 時 以 降 32165
8 時 だ い 142718
就 寝 時間 9 時 だ い 545567
10時 以 降 321714
テ レ ビ視聴 時間の 制限 あ り 303523
習 い 事 を して い る 577553
1種類 593966
習 い 事の 数 2種類 303626
3種類 以上 9207
1 回 533351
習 い 事の
　 　 回数／週
2 回 302934
3 回 132410
4 回 以 上 5135
体の 調査項 目の 異常あ り 696761
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　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 三笠 ・金築 ・久本 ：子どもの あそび 環境 （2）
　子 どもの 活動的なあそびを好むとい う本質 は変わ らな い が 、 これ には地域の あそび環境が大
き く影響 して い る と考え られるので 、この項で は居住地域を中心 に まとめてみ た 。
　A 地域は遅 く寝て起 き るの も遅い （宵 っ ば りの 朝寝坊）。 その 他の 項目は B と C の 中間型で
ある。B 地域 は習い 事を し て い る者が多い の が特徴で 、一週間に 3回以上習い 事に時間を費や
して い る者が 37％ ある。C 地域は兄弟 ・姉妹は 3人以上 が 33％ と比較的多い 。また、早起 き型
で テ レ ビ視聴時間の 制限は緩や か で あ る 。 最後に子どもの 体の 調査 に つ い て は地域 間で は差 が
み られなか っ た。
4 ．結論
　性、年齢、地域に関わ りな く75％ が、活動的なあそび を好む ・まあまあ好む と回答 し て い る．
しか し 、 この 75％ が戸外で あそ んで い るのか と い う と、戸外あそびが多い ・や や多い を合わせ
て も33％との 回答 し か得 られな い 。こ の よ うに、活動的な あそび を好 む こ とと戸外で よ くあそ
ぶ こ とは必ず しも一致 し て い ない 。 こ の 隔た りは ど こ に あるの だ ろ うか 。 これに影響を与える
要因の一つ にあそび環境が ある 。 本調査で は、そ の 中で も居住地域に おける条件 が最 も影響 を
およぼす こ とがわか っ た 。三地域 の 中で最 も活動的に あそ んで い るの は中小都市周辺部地域（C
地域）で あ る 。 戸外で あそ んで い る割合が高い 、 それ も長時間戸外で あそんで い る。また、あ
そび相手 も他 の 地域 よ り同年齢 ・異年齢の 友達 とあそんで い る 。 この背景に は次の よ うな環境
が影響をお よぼ して い る もの と思われ る。それは、交通量 とあそび仲間で ある。 C 地域 は他の
地域に比べ きわめて交通量が少なく、あそび仲間 も多い 。 交通量 が少ない と い うこ とは近所の
子 ど も同志安心 して行 き来で き るの で 、仲間の輪を広げるの が容易になる 。 こ の こ とに よ っ て 、
あそび も活動的に なり友達 との 関わ りもより多くな っ て い く。こ の ように 自宅の 周 囲の 道路等
があそび場 とな り、大人の 目の 届 く範 囲で 安心 して あそばせ る こ とがで きる環境が 、 子 どもの
あ そび を助長する一要因と考え られ る。しか し、こ の よ うな環境 は容易に 手に入 らない 。 それ
で は、友達 とあそぶ場所が な い 場合は どの ように対処すればよ い の で あろ う 。 今回の 調査で は
習い 事と戸外あそび との 関連 はみ られなか っ たが、習い 事の動機 ・目的か ら習い 事があそび場
を提供す る機会 として 、大人 （親）の 期待 が感 じ られた 。今後 は、習い 事に限 らず、この よ う
な場を人為的に作 り出す必要が あるの で は なか ろうか 。
　（本論文 は第 50回 日本保育学会にお け る発表 に加筆 した もの で ある 。 なお、本研究に あた り
夙川 学院短期大学特別研究助成金を受けた こ と に感謝の 意 を表す と と もに そ の 研究の
一部を報
告 させ て い た だ く。 〉
＊ 本論文 （2 ）に 対する （1 ）の 論文は 1983年 12月発刊の 本学研究紀要第 8号に 「子どもの あそび
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環境 につ い て 」 とい うテ ーマ で発表 した もの で あ る 。 この （2）は （1）と同様 の 内容 で 調査 を行
な っ た もの で 、こ の 二 つ の 調査問に は、同様の 傾向を示 し た項 目や差異 が生 じた項 目が あ り、
次回 に こ れ らを比較検討 して発表す る予定で ある 。
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